





































































































































































































































































































































期　間 1936．4．－1939．8． 1939．9，4945」 1936．4．－1945．監
割　合 18192翻19．6％25／98＝255％43月90躍22．6％
兵　士 2 16 18
著名人・1 2 6 8
農　民 2 1 3
騎　士 2 1 3
労働者 0 1 1
ヒトラー・ユーゲント 3 0 3
父　親 2 0 2
歴史的著名人・2 2 0 2





































期　間 1936．4．一璽939．8． 19399．－1945．1 1936．4．一董945．1
割　合 27／92竃293％31／98躍3L56％58／190篇30．5％
母　親 13　事董 6 19
農　婦 1 6 7
民族衣装・地方働身者 3 6 9
戦時奉仕・動員 0 6 6
女子青年団 1 4 5
少　女 3 2 5
就労女性 2 1 3
スポーツ 4 0 4
噸内、聖母と墾女、各】
　ナチ指導部は女性の役割を子どもを産み育てる母親と規定していたので、
当然のことながら「母の日」を中心に、母親としての女性像が表紙に多く見
られる。戦前ではほぼ50％が母親として表象されている。母親像のほとんど
は子どもと一緒であって、一貫して父親は不在である。先に見たように、男
性は45％が兵士として描かれ、父親はたった5％でしかない。子どもの誕生
には、家族の幸せよりもヒトラーへの絶対的忠誠や民族共同体の繁栄と強化
が意図されていたからである。女性には子どもをたくさん産み、国民社会主
義の思想を植え付けるよう育て、民族共同体に対する犠牲的精神を持った人
物をつくり出すことが要請された。家庭を居場所と定められた女性にとって、
息子の英雄的行為によってのみ自らの名誉を得ることができるという女性イ
デオロギーがあった。
　こうした思想に加えて、ナチ指導部は子だくさん家庭に経済的援助や名誉
を与えて人口増加を図った。その代表例が母親名誉十字章（図4）であった。
211
子どもの数が4～5人で銅、6～7人で銀、8人以上で
金の十字章が授与された。表紙に母親と一緒にいる
子どもの数は3～4人がほぼ半分で、ようやく銅の十
字章に手が届く数字である。1人もほぼ半分ある。
　母親の社会層は労働者と農民が半分、マリア像や
理想化された母子の彫像などが数件、rナチ女性展
望』の読者層である中産階級の母では、男の乳児を
抱いている写真が1枚、理想化されて4人の子ども
と描かれている絵画が1枚（図5）のみである。
　労働者階級や農民の家庭は例外なく子だくさんだ
ったので、rナチ女性展望』はそれを手本に中産階 図4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5
　第7年度23号（1939年5月）と第8年度22号（1940年5月）の「母の日」の表紙
　二枚とも農家の母子である。右側め表紙では、息子たちは洋服だが、母親と娘は民族衣装を
着ている。民族衣装で登場するのは専ら女性たちだが、民族衣装は土着の伝統や文化の担い手
が女性であることを象徴している。母と娘の二世代を描くことで、伝統と文化の継承を示唆し
ている。絵画では美化されるのが一般的だが、ここでも母親は農婦とは思えない繊細な女性で
ある。『ナチ女性展望』の読者である中産階級の女性を農家という環境に置き換えて描いている。
家族がみな、金髪・碧眼というアーリア人種の特徴を備えている。長男はヨットを手にして、
海軍への憧れを表現しているのだろうか。左手前のテーブルの手紙は、戦場にいる父の不在を
暗示している。母親は子どもたちをと銃後を守っている。
級の女性たちに子どもを持つ喜びを伝えようと試みた。しかし、一組の夫婦
の子ども数は、1930年当時の2．2人から1940年には1．8人に減少している（14）
ことから、女性イデオロギーとそのプロパガンダは現実的には功を奏したと
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は言えなかった。
　戦前で注意を引くのは「スポーツ」の項目であろう。女性は民族の血を守
るのみならず、健全な次世代を産み出すために母体が健康であることが要請
された。そのためにスポーツが推奨された。女性たちは提供されるさまざま
な体操サークルに通って、身体を鍛えつつ、家庭の外で余暇時間も楽しんだ
のである。
第7年度25号（1939年6月）表紙には「生の勝利こそ世界の意義である！」、裏表紙には総統
の言葉「第三帝国では知識だけでなく、力も大切だ。そして美という理想こそが私たちにとっ
て未来のあるべき人間のタイプなのである。輝く精神は素晴らしい肉体に宿り、人間は金銭と
財産を越えて、理想的豊かさへの道を見いだす」がある。
　民族衣装を着てドイツのさまざまな地方を代表するのは専ら女性たちであ
る。それは、この雑誌が女性雑誌であるという理由ばかりではなく、地方ご
との民族衣装に象徴される民族の伝統・文化の担い手は女性であるとの理解
があった。ドイツ国内の地方の特色を紹介する郷土愛溢れる記事と写真は、
愛国心の醸成につながったと思われる。開戦後に「民族衣装・地方出身者」
の項目が増えるのは、占領地域の地方、たとえばジーベンビュルゲン（ルー
マニア）、ブレゲンツ（オーストリア）（図6）、エルザス（フランス）（図7）
などの民族衣装の女性を表紙に登場させて、大ドイツの領土拡大を周知させ
ようとしたからである。東部地域への「民族としてのドイツ人」回収を表現
する「東部の農婦」の表紙（図8）も大ドイツ建設の進行と民族の連帯感を
呼び起こす意味があった。
　農婦の表紙も開戦後には増えている。ナチ政権は、国民を養う食糧政策と
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図6（左上）
　第9年度16号（1941年2月）
　ブレゲンツの森の少女
図7（右上）
　第9年度22号（1941年5月）母の日
　エルザス地方の祖母
図8（左）
　第9年度8号（1940年10月）
　東部ドイツ出身の農婦
して、農業を国家の基盤としていたため、開戦とともに、召集された農夫に
代わって夫の仕事を引き受ける農婦への理解と援助が欠かせなくなったから
である。ナチ女性団、ドイツ女性事業団の重要な奉仕活動の柱の一つは農村
労働奉仕活動だった。開戦の1939年以降は17歳～25歳の独身女性全員に半
年間（1941年から1年間に延長）の労働奉仕義務が導入され、組織的な農
村労働奉仕が行われた。ドイツ女子青年団の表紙が増えたのは、彼女たちの
活動が不可欠になったからである。
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　「戦争奉仕・動員」の項目も開戦後の特徴である。銃後を支える女性たち
は、子どもを産んで国家に奉仕するだけではなく、やがて軍需工場労働や内
職に従事し、果ては軍隊に所属する国防軍補助員・高射砲補助員として動員
されていった。
第11年度14号（1943年4月）
「全員の協力を！ドイツ人女性たちよ、私た
ち民族の存亡が決せられるのは今であるこ
とをいつも考えてください。総力戦は急務
なのです。」
「高射砲補助員として動員された女性たち
は、故国を防衛する。」
おわりに
　ここでは、官製女性雑誌rナチ女性展望』を紹介し、その表紙に限定して、
そこに表象されるジェンダーについて整理した。男性は開戦後には徹底して
兵士として表象され、国家のために闘い死ぬ存在であることがあからさまに
表現されている。それに対して女性は母親として表象されるが、こちらも開
戦後は銃後活動の中で、母親という役割だけでなく、多様な貢献を要求され
たことが複数の項目に表象が分散されていることから分かる。すなわち、戦
争中の女性は、母親であること、あるいは母親になることを前提とした上で、
さらに戦時労働奉仕を行うという二重の負担を背負ったのである。
　表紙はたしかに一定のイメージを雄弁に語りかけてくる。しかし、表紙だ
けでは表象されている事情やその背景を詳説できないこともまた確かであ
る。表紙には母親像の多様な表象が見て取れるが、本文のグラビアや記事と
も照らし合わせながらその意味合いを細分化する必要を感じる。また、ナチ
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指導部の女性イデオロギーにもかかわらず、なぜ女性たちは軍服を着ること
になったのか。『ナチ女性展望』の表紙から生じるこうした問いに答えるこ
とは、今後の課題としたい。
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